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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
・小田　沙也加様～東Ｂ１→西Ｂ２２
【転入】
・出河　攻様～北４０１→東Ａ１５
【入院】
・佐野　奈央子様～東Ｄ１９
・大山　広美様～東Ｃ４

＜患者様連絡事項＞
・東野　愛様～ゼプリオン水縣筋注100㎎　1キット筋注施行。

・出河　攻様～安ヶ平Dr.田中Dr.相談にて、明日の朝より、リスペリドンOD（1）１T　朝×１　バルサルタンOD（80）１T　１×朝　除剤の指示。また次回定期より薬剤調整の予定。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入し他者への迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察実施。開放時は様々な要求聞かれ、都度対応している。他者干渉はあるがトラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～日中は他者との交流もなく、殆ど自室にて臥床して過ごしている。12：15不調と頭痛の訴えあり、レボトミンとロキソニンを服用している。　

・高橋　琢二様～田中Ｄｒ．診察にて、今朝から糖尿病食1440Kcalで対応、本日昼より３食前にメトグルコ１錠内服追加。食事摂取困難時はメトグルコ錠スキップの指示あり。血糖３検、スライディングは継続

・中山　清司様～ポケットより電子タバコ確認。Ｂオフィスにて預かりとしている。入院前の事故について二戸警察署より警察官２名来院され、事情聴取行う。特定の警察官への不信感や嫌悪感が強く、質問には「しらねー」「わすれた」と易怒的に声を荒げている。

＜深澤Ｄｒ．患者様診察情報＞
・中山　清司様～臨時薬同内容にて７日分処方。ハップスター２袋処方。

・澤口　利香様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・飯田　修子様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・本間　啓子様～臨時薬同内容にて７日分処方。点滴は終了抜去。南病棟への移動許可あり。

・高橋　琢二様～臨時薬精神科薬中止し、７日分処方。

・斉藤　いさ子様～点滴継続処方。

・大友　富美子様～臨時薬同内容にて７日分処方。点滴は終了抜去。南病棟への移動許可あり。

・中山　真由美様～臨時薬同内容にて７日分処方。

＜小柳Ｄｒ．患者様診察情報＞
・城前　実様～日中傾眠傾向であるため、11/3の臨時薬よりレボトミンを35mg に減量。

・沼畑　宮子様～１０８ツムラ人参養栄湯エキス顆粒は同量にて継続。活動性が低い為、リバスタッチを１３．５㎎に増量。
[bookmark: _GoBack]
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年10月27日　14:42
　氏　　名：佐野　奈央子様
　生年月日：平成8年11月1日　24歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット19号室

　＜経過＞
　Ｒ2年10月頃より、人が多い場所で笑われている、容姿を馬鹿
　にされている感じが出現。テレビや頭の中からも悪口が聞こえ、
　Ｒ3年3月16日に岐阜県内の岐南ほんだクリニックを受診。不
　症状もあり。23歳頃に仕事を辞めてから、症状が強くなる。
　令和２年の十月ころから幻聴の症状が強まってきていたようで
　ある。また、スーパーなどに行っている時に他人から自分が悪
　口を言われて入る感じがしていたり、自分の情報が外に知られ
　てしまっている等の訴えが生じてきていた。
　本年八月に、それまで本年三月から通っていた岐阜の岐南ほん
　だクリニックから紹介されて、あおぞらクリニックに受診して
　いる。統合失調症の診断として治療を継続していたが、その後
　も幻聴や自我障害症状が強く、其れに監視されているといった
　妄想が根強くあって、外出中に道路に飛び出したことがあった。
　あおぞらクリニックより入院加療を勧められて本日当院を初診、
　薬物療法と静養による症状改善目的にて、本人の同意を得て東
　病棟Dユニットへ任意入院となる。

　日　　時：令和3年10月27日　15：53
　氏　　名：大山　広美様
　生年月日：昭和35年11月1日　61歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞
　本人より連絡あり。1週間ほど前より食欲低下があり、ここ2.3日で
痺れや体が動かない状態となる。服薬はしっかりされているとのこと。
飲酒はしていない。口調ははっきりしており呂律不良さもない。当院
での内科的治療や精査をしてほしいと話すため、当院での身体的精査
や加療は困難であることを伝え、内科での精査をするよう本人に伝え
ている。その後、本人より西病院に一度相談したが、かかりつけ医で
相談する様言われたとのことで再度連絡あり、当院での入院を希望。
五戸救急隊より架電あり、本人が救急要請をしたということで受け入
れる事として、１５時４０分に到着している。診察の結果、患者は入
院治療に同意できる状態であると判断。身体症状の回復を目的として、
本人の同意を得て、東病棟Cユニットへ任意入院となる。

 
 
 

　


